
平和学習について 作文より

○修学旅行の平和学習をして、今の時代に生まれてきて本当に幸せだと思った。今回
で、曖昧だった沖縄の戦争のことなどについて理解を深める事ができたし、それと同時
に命の尊さとかも改めて感じることができた。もう二度と同じことをしてはいけないと
思うから、家族や友だちを大切にし、今生きていることに感謝しながら過ごしたい。

○平和学習は、修学旅行前から何回か授業とかで
学んできたけど、修学旅行までは少し軽い気持ち
でいました。でも、いざ本番で沖縄に行って学ぶ
と、これまで知らなかったことや、想像もできな
いぐらいひどいものもありました。平和学習をし
て、自分の戦争に対する気持ちが変わりました。
本当に行って良かったです。

○初めて沖縄に行って、現地だからこそ分かる戦
争の悲劇を思い知りました。普通の戦争とはまた
少し違う、本島での地上戦を避けるための捨て石
作戦、ただの足止めとしての利用された沖縄。それを知った瞬間、戦争って何のために
あるんだろうと心から思いました。人を殺し合って楽しいわけないのにと。それを知っ

た今、私も「みんな仲良くする」などの小さ
な平和を少しずつ積み上げていきたいなと思
います。

○戦争を体験した人の話を聞いて、亡くなっ
た人も生き残った人も本当に辛い思いをして
いたことがわかった。次は私たちがこのこと
伝えていきたいと思った。これからも平和で
あってほしいと思う。

○僕たちが沖縄に行ったのは、平和を学ぶた
めに行ったんだと思います。今の世の中は、
世界には戦争が起きている国もあります。
今、その戦争をしている国で、「戦争はやめ

ろ」って言えないけど、この学校のクラスや学年でもいいから悪口やけんかが起きない
ように呼びかけたいです。

○戦争時代は、生活が苦しいだけでなく、仲間を失う
苦しさもあると知って、首がしめられるかのような感
覚がありました。見るもむざんな行き先しか選べない
けどころか、それしか残っていないような悲しい話で
した。今のように自由に生きられるのが何よりありが
たいことだと今さらながら知りました。今後も命を大
切にしたいです。
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○私は平和学習を沖縄で、できて本当に良かったなと思
います。話では聞いていたとしても、現地に行ってみな
いと分からない事がたくさんあったと思います。そし
て、実際に知った上で､耳をふさぎたくなるような話で
も、今を生きる私たちは絶対知っていないといけない事
ばかりだと感じました。

○沖縄の戦争について深く知ることができました。特
に、私の心
に残ったの

が、平和の礎と木やタイルが全て平和の
波を表しているということで、「沖縄か
ら世界へ平和の波が広がるように」とい
うのがとても素敵だと思いました。

○いろいろなことを学ばせてもらいまし
た。今では普通に生活しているけど、戦
争になると、いつ何が起こるか分からな
いので、とても大変だと思います。そう
なった時には、とても困るので、「助け
合い」が大事だと思います。平和でない
国がまだまだあると思うので、みんなが

これから大切にしていくのは、これからも「平
和」だと思います。

○今まで、学校で平和についていろいろ話を聞い
てきたけど、聞くだけじゃあまり想像できなく
て、あまり分かっていなかったけど、沖縄で実際
に壕や施設に行くことで、戦争の痛々しさや悲し
さが聞くだけの時よりもっと大きく感じて、私は
涙が止まりませんでした。

○日本で最大の地上戦が行われた沖縄は、やっぱ
り学ぶ事が多く、すごくいい経験ができました。

資料館や祈念公園、壕など、どこも昔の状況などがよく分かり、二度と戦争が起こって
はいけないし、今ある命を大切にし、感謝して生活しなくてはいけないと思った。

○今ある生活が戦争によって一気に崩れると思ったらとても怖くなりました。自分と同
じくらいの年の子どもでも戦争に行かされるなんておかしすぎると思います。だから、
今ある生活を大切にしたいと思います。もう二度と戦争を起こしたくないです。

○ひめゆり資料館や平和祈念資料館で話を聞い
たり写真を見たりしたけど、どれも心が痛くな
るようなもので、見ていて辛くなりました。民
泊の方も戦争についてたくさん教えてくださっ
て、とても貴重な体験ができました。糸数壕に
入り、中は真っ暗でとても怖かったけど、身を
もって沖縄戦について感じることができまし
た。

○今こうやって１日１日何もなく過ごせている
ことのありがたさが沖縄に行って身にしみて感
じることができました。これからの未来もこの
ように何もなく平和に過ごしていけるようにしたいです。




